
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

校長 岩下 伸子 

９月１日(防災の日)に下黒川保育園と合同で避難訓練を実施しました。毎年、前年度の反省を

生かし、「命を守る学習」として≪避難訓練≫を実施していますが、今年度の変更点は次の４点。 

(1) 地震により屋外避難の後、大津波警報発令による屋上避難(写真①②③) 

(2) 大地震・大津波による原子力災害発令後、屋内退避、屋上から３階PC室へ移動(写真④) 

(3) 柿崎区防災アドバイザー小関茂夫さんによる講評と職員への指導(写真③) 

(4) 学校運営協議会委員の参観と今後の避難訓練への助言 

 

 

 

 
 

 

 

 

保育園の子どもたちの手を引きながら屋上を目指した高学年児童。慌てず静かに避難した保育

園の子どもたちも立派でした。小学生も立派でした。防災アドバイザーの小関さんや学校運営協

議会長(後援会長)吉井さんからも「子どもたちの動きも、職員の動きも立派だった。整然として

いた。素晴らしかった」と褒めていただきました。また、「農村公園や裏山は土砂崩れ等が心配。

屋外へ避難するよりは、揺れが収まっている場合は、校舎が一番安全なのでは」という助言をい

ただきました。地域の皆様のアドバイスを基に、避難計画・防災計画の見直しを進めていきます。 

 

 上越市立下黒川小学校 
     第７号 

平成２９年９月２６日発行 

http//www.shimokuro.jorne.ed.jp/ 
学校だより 

前号の学校だよりは「第6号」でした。「第5号(8月 30日号)」として配布・回覧してしまいました。失礼しました。 

地震・津波・原子力災害 ≪保小連携避難訓練≫ 

校舎は海抜11.8ｍ。海岸からは約3.5㎞。上越市の津波ハザードマップでは津波の被害想定区域

外。しかし、校区以外で地震や津波に遭遇するかも知れません。そんなとき、状況に応じて「率先避

難者」であるためには想定外に対応した避難訓練が必要です。今回は、震度７の地震、津波、そして

原子力災害を想定。文科省からの手引きや県の防災教育プログラム、市の避難計画などを参考に様々

な場面を想定しながら計画を練り、真剣に訓練に臨むことが大事です。災害時、職員が出張等で欠け

ることもあり得ます。現在いる職員で最良の方法を考え、「子どもたちの命を守ること」が大事です。

そして、子どもたち自身が「自分たちの命を守ること」を考えることが大事であると考えます。 

① ② 
③ ④ 
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≪みとめあう≫かかわりを楽しむ子・・・達成目標と成果 

① 「自分や友達の良さを３つ以上見つけた」児童 90以上⇒96.4％(保護者 92.8％) 

② 「心班で協力して楽しく活動した」児童童 90％以上⇒97.6％(保護者 100％) 

③ 「進んで『あいさつ・返事・さん付け』をした」児童 85％以上⇒89.3％(保護者 83.2％) 

④ 「地域の方へ自分から声をかけた」児童 85％以上⇒87.9％(保護者 66.7％) 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

素直で、一生懸命頑張る子どもたちですが、自分に自信がもてない子が多いようです。そこで、上記のよう

なめあてを設定し、取り組んでいます。 

1学期では、心班で協力しながら運動会の練習をしたりダンスフェスティバルの練習をしたり、友達と一緒

にヤギのお世話や畑の活動、田植えの活動、そして、係の仕事や委員会の仕事などを協力して行ったりしなが

ら友達のよさ、上級生や下級生のよさを見つけていた子どもたち。そして、「最後までがんばるところがあなた

のいいところだよ」「元気がいい。それもいいところだよね」「友達に優しいね。それもいいところだね」「がん

ばっているね。ありがとう。」と、子どもたち一人一人のよいところを声に出し、あるいは『メッセージカー

ド』や『ほめほめシャワー』などで伝えてきました。褒められることによって子どもたちは自分に自信をもっ

て行動できるようになります。また、友達のちょっとした思いやりの言動にも感謝することができるようにな

ります。学校中が『ふわふわ言葉(思いやりの言葉)』でいっぱいになります。 

9月の生活朝会ではアニメ「ドラえもん」の主人公が登場し、『さん付け』について考えました。ジャイアン

やスネ夫が「おい！のび太」と呼び捨てにすると、その後は、だいたいケンカになったりトラブルになったり

します。のび太が「ジャイアンなんて…」と言うと、その後はだいたい悪口が続きます。しかし、しずかちゃ

んが「たけしさん」「スネ夫さん」「のび太さん」と呼ぶと、皆、嬉しそうな笑顔になります。人によって呼び

方を変えないしずかちゃんの言動から「さん付け」の意味を考えました。生活朝会の後、「人によって差別も区

別もしないということが大事なんだね」と、心班ごとに話し合っていました。 

地域の方への声かけの保護者評価が低かったです。2学期は「あいさつ1000人大運動」や「文化祭」「し

あわせタイム」等を通じて、地域の方とも楽しくかかわっていくことができるよう支援していきます。 

 ≪きたえあう≫運動を楽しむ子・・・達成目標と成果 
① 「めあてを決めて運動に取り組んだ」児童 90％以上⇒85.7％(保護者 69％) 

② 「心班で協力して体を鍛えた」児童 90％以上⇒91.5％(保護者 90.4％) 

③ 「病気やけがに気を付けて学校生活を送った」児童 80％以上⇒89.2％(保護者 88.1％) 

④ 「アウトメディアのルールを決めてきまりを守った」児童 80％以上⇒82.1％(保護者 79.7％) 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

 「めあてを決めて運動に取り組んだ(児童アンケート)」「TKB旬間に進んで取り組んだ(保護者アンケート)」

については、僅かでしたが目標に達しませんでした。運動会やダンスフェスティバルなどに向けて一生懸命走

ったりダンスに汗を流したりしていましたが≪運動に取り組んだ＝体を鍛えた≫と感じるところまでは至らな

かったようです。また、6月の学校保健委員会では田邊道行先生によりメディアとの上手な付き合い方につい

てお話をしていただきました。各学級でもアウトメディアについて話し合いました。 

しかし、2割程度の児童や家庭にとって、アウトメディアに取り組んだり、TKB旬間中にめあてに向かって

取り組んだりすることが難しかったようです。そのためか、朝から「動画を見すぎて眠い」「ゲームをしすぎて

眠い」「遅くまでTVを見ていた」と言いながら登校してくる子どもたちがいました。「お腹がすいた。寝坊し

て朝ご飯食べなかった」と言う子どもたちもいました。宿題を忘れてくる子もいました。 

≪TKB旬間≫について、「学校で勉強しているので、家庭では勉強しなくてもよいのでは？」「宿題をするよ

りはお手伝いをしたり、外遊びをしたりすることが大切なのではないか？」と、保護者の皆様からの自由記述

がありました(学校でもお手伝いや外遊びするように勧めています。是非、家族の一員として仕事を担当させて

ほしいと思います。外遊びも勧めてほしいです)。「ゲームをしたいけど、やめて宿題をしよう」「TVを見たい

けど、よし、先に自主勉強をしよう」「朝起きられないから、早く寝て、朝ご飯をしっかり食べよう」…子ども

たちが自分の生活時間を自分でコントロールできるようになることが大切ですね。≪自立＝自律≫できること

が大事と考えます。いつまでも、おうちの方に起こされたり、着替えなさいと言われたり、学習の準備をして

もらったりしていては、子どもたち自身が困りますね。どうぞ温かく見守ってあげてください。 

体を動かしたり、頭を使って考え事をしたりするとお腹が空きます。お腹が空くと朝ご飯も美味しいです。

好き嫌いなく程よく食べると健康になります。友達と励まし合って運動すると、苦手な運動も楽しくなりま

す。食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋。2学期は「マラソン駅伝大会(１０月11日)」もあり、楽しみな学期

です。地域の皆様、是非、沿道でご声援をお願いいたします。 

1学期の学校評価の結果です。保護者の皆様には

アンケートにご協力いただき、ありがとうございま

した。各項目、肯定的評価を％で表しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月３１日(木)第２回学校運営協議会を開催しました。 

≪夏休みの様子より≫ 

＊「柿崎時代夏まつり」での金管演奏が素晴らしかった。公民館から出てくるところから素晴らしかった。感

動した。祭りを盛り上げていた。先生方の連係プレー、チーム力がきめ細やかだった。周囲の方々からも下

黒川小学校の子どもたちががんばっていると褒めていただいた。 

＊「黒岩黒川ふれあい祭り」では、3つの班がダンスを披露してくれて祭りを盛り上げていた。昨年に増して

大勢の方が参加していた。６年生の心太やポップコーンの販売も良かった。地域の方とふれあうことができ

た。積極的に声を掛け、売り歩く姿があった。完売していた。 

≪かかわりあい…心部会≫ 

※地域の方も子どもたちとかかわり合いをもちたいと思っている。空き缶つぶしやいろいろな活動 

でボランティアを呼びかけたらよい。町内会長や老人クラブ会長と連絡を取っていくと良い。 

※挨拶や返事、「さん付け」がなぜ大事なのか、その意義などを学校だより等で知らせていくと良い。 

≪まなびあい…まなび部会≫ 

※下黒川・黒川の地域教材のよさを学び、文化祭で発表する。学校運営協議会の話し合いでアイデアをもら 

い、核となる活動が決まっているので行いやすい。学んだことを発信していく。 

※今年度から学期ごとの「国語(漢字)テスト・算数(計算)テスト」を実施。合格するまで行い、定着を図る。 

※自主的・計画的に学習に取り組めるようにしていく。習い事などで忙しい児童もいる。家庭学習の時間が 

1週間で目標が達成できるように指導していく。また、本を借りる機会(時間)を設定していく。 

≪きたえあい…からだ部会≫ 

※休み時間を大切にし、思い切り体を動かすことが大事。スクールバス通学であり、歩く機会がない。 

※アウトメディアについて中学校からでは遅い。小学校の低学年、保育園からの保護者の働きかけが重要。 

生徒だけでは解決できない問題がたくさん出ている。保護者の意識・危機感が大事。 

 

≪まなびあう≫学びを楽しむ子・・・達成目標と成果 
① 「『知りたい』『調べたい』と進んで学習に取り組んだ」児童 85％以上 ⇒93％(保護者 72.6％) 

② 「わくわく学習で地域や自然から学び、楽しく学習した」児童 85％以上⇒97％(保護者 92.8％) 

③ 「授業が分かる」児童 90％以上⇒ 93％(保護者 88.1％) 

④ 「分かったことを進んで伝えた」児童 85％以上⇒ 91％(保護者 73.8％) 

⑤ 「進んで家庭学習に取り組んだ」児童 85％以上⇒ 83％(保護者 66.6％) 

⑥ 「読書が好き・読書は好きな方だ」児童 85％以上⇒ 73％(保護者 64.3％) 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

『知りたい』『調べたい』と進んで学習に取り組んだ児童、楽しく学習した児童、授業が分かると答えた児童

は90％を超えていました。また、「分かったことを進んで伝えた」という児童も90％を超えました。 

今年度は、自主的・主体的に学ぶ児童や進んで表現する児童の育成を目指して取り組んでいます。上記の結

果からはその成果が表れていると考えます。しかし『家庭学習』や『読書』については目標に達しませんでし

た。学校での学びを確かなものにするためには、家庭学習で定着化を図ることが不可欠です。また、主体的に

学ぶためには、疑問をもったり、予習したりしながら授業に臨むことも大事です。読書は読む力や書く力など

を伸ばしてくれます。今年度は個人用読書ファイルを準備しました(卒業まで使います)。2学期には読書旬間も

予定しています。楽しみながら読書量が増えるといいです。授業の中で分からなかったことが「分かった！」

というときの子どもたちの目の輝きはとても素敵です！ 学習は積み重ねが大事です。 

保護者の皆様、是非、子どもたちのがんばりを褒めてあげてください。子どもたちはぐんぐん伸びます。 

・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・ 

『全国学力・学習状況調査』は平成26年度から今の形の悉皆調査となり、全国の小学校6年生、中学校3

年生で実施しています。下黒川小学校６年生は、国語・算数ともにA問題(主として「知識」に関する問題)、B

問題(主として「活用」に関する問題)ともに平成26年度から全国・県平均を上回っています。今年度もすべて

において全国・県平均を上回りました。それは、「分かる授業」を行おうと教師が「授業づくり」を工夫してい

ること、子どもたちが授業の中で一生懸命考え、友達と共に学び合い・伝え合っていること、そして、柿崎中

学校区全体でTKB(テレビを消して勉強しよう)旬間に取り組んでいることの成果だと考えます(保護者の皆様の

ご協力に感謝します)。『全国学力・学習状況調査』では国語算数のテストのほかに、早寝早起きや朝食を毎日食

べる、地域行事に参加する、ボランティア活動に参加する、読書をする、新聞を読む、予習や復習をする、家

庭学習をする等の児童質問紙や学校での取組を調査する学校質問紙もあります。そして、それらのアンケート

内容と学力の相関関係などを分析し、公表しています。来年度は理科のテストも実施される年です(3年に1

回)。授業づくりの工夫や望ましい学習習慣や生活習慣などの形成が学力の向上に重要とされています。平成

32年度の新学習指導要領では≪学びに向かう力≫も新しい学力と考えられています。全国学力学習状況調査の

問題や結果、新学習指導要領の内容等は文科省のHPや国立教育政策研究所のHPからも閲覧できます。1～5

年生も6年生になったら「こんなテストをするんだね」と親子で挑戦してみても良いかもしれませんね。 

 
５時間目の学習参観後、１学期の学校

評価を基に協議していただきました。 



 

９月１２日(火)～１５日(金)まで「柿崎総ぐ

るみあいさつ１０００人大運動」が実施され

ました。各町内会長様はじめ町内の皆様、青少

年育成会議の皆様、ＰＴＡ役員の皆様、下黒川

小学校を卒業した柿崎中学校の皆様、3名の上

教大実習生が児童玄関前に立ってくださいま

した。登校してきた子どもたちは、少し照れな

がらも「おはようございます」とあいさつをし

ていました。ランドセルを置くと、青い手袋をして玄関に立

ち、元気いっぱい友達を迎えました。「あいさつ１０００人大運動」は大成功！  

運動期間中のみではなく、運動後も、学校や地域であいさつの輪が広がるといいですね。保護

者の皆様、地域の皆様、引き続き是非子どもたちに「おはよう！」と声掛けをお願いいたします。 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９月２０日(水)新しくなった上越市陸上競技場で『上越市小学校

親善陸上大会』が開催されました。６年生１４名、５年生１５名が

全員参加しました。今年度は選手宣誓の当番校でした。朝６時３０

分に学校集合し、陸上競技場を目指しました。新しいブルーのトラ

ック。代表児童の選手宣誓も大きな声で、堂々と立派でした。大き

な拍手とともにたくさんの校長先生方からお褒めの言葉を頂戴しま

した。 

自己ベストもたくさん更新され、子どもたちは充実した 1 日を過

ごしてきました。残念ながら地区陸上大会へは出場しませんが、5年

生は来年度の大会へと意欲を燃やし、翌日から練習を始めている子

もいます。「ガンバレ！ガンバレ！下小！」負けん気と闘志は大切ですね。 

 

 
 「第 4 回柿崎の宝を育てるみんなの集い」が 9 月 23 日(土)柿崎コミ

ュニティプラザで行われました。福祉委員会６名の児童が、≪アルミ缶活

動≫と≪よねやまの里の皆さんとの交流≫について発表しました。簡単な

劇を取り入れながら分かり易く、26 年以上も続いているアルミ缶活動や

よねやまの里との交流活動について説明し、「福祉活動を通じて思いやり

の心が育っています。この伝統がずっと続くといいです」とまとめていま

した。 

「文化祭のしおり」を回覧、「しあわせタイムの案内」を全戸配布いたします。子どもたちも張り切って準

備をしています。皆様のご来校をお待ちしています。よろしくお願いいたします。 

≪柿崎総ぐるみあいさつ１０００人大運動≫ 

 
 

 


